
鳥取県東部広域行政管理組合では、地域の防災拠点として、有事の際の消防活動に万全を期

すことを目標に、老朽化及び耐震基準を満たしていない庁舎の建替えを順次行っています。

気高消防署は、耐震性能不足等の理由により、インターチェンジ最寄りに移転するとともに、

大規模災害時の防災活動拠点機能を増強するため、ヘリ離発着場・自家発電設備等を整備する

計画としています。

１ 工事箇所

鳥取市鹿野町乙亥正 地内（裏面「位置図」参照） 4,412㎡（用水路等含む）

２ 建築工事の概要

（１）発注者 鳥取県東部広域行政管理組合

（２）工事名 気高消防署新築工事

（３）工事概要 構造・規模：鉄筋コンクリート造・２階建 延1,225.60㎡（附属建物を含む）
外構：車いす用駐車場、来客用駐車場、駐輪場、

自家発電設備、ホース乾燥柱など

（４）工期 令和９年１月２９日まで

（５）受注者 建築工事：懸උ・大和特定建設工事共同企業体

電気工事：とりでん・シグマ特定建設工事共同企業体

機械工事：山陰冷暖設備株式会社

工事監理：有限会社尾崎設計

３ 外構工事の概要

（１）発注者 鳥取県東部広域行政管理組合

（２）工事名 気高消防署外構工事

（３）工事概要 ヘリ離発着場整備（土木工事・舗装工事）

（４）工期 令和９年２月まで

４ スケジュール

令和７年１２月２日
鳥取県東部広域行政管理組合消防総務課
鳥取市危機管理部危機管理課

新築工事

運用開始

外構工事
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